
野村ブル・ベア セレクト５
（円安豪ドル高トレンド５）

償還交付運用報告書
追加型投信／海外／その他資産（通貨）／特殊型（ブル・ベア型）

第３期（償還日2015年１月16日）

作成対象期間（2014年１月17日～2015年１月16日）

第３期末（2015年１月16日）
償 還 価 額 13,996円35銭
純 資 産 総 額 72百万円

第３期
騰 落 率 14.8％
分配金（税込み）合計 －円

（注）	 �騰落率は分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算
したもので、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。

（注）	 �純資産総額の単位未満は切捨てて表示しております。

受益者のみなさまへ
　平素は格別のご愛顧を賜り、厚く御礼申し 
上げます。
　当ファンドは、円建ての短期公社債等の短期
有価証券を主要投資対象とし、選択権付き為替
予約取引を利用しました。日々の基準価額の値
動きが円から見た豪ドルの日々の値動きの概ね
２倍程度となる投資成果を目指して運用を行い
ました。
　このたび、約款の規定にもとづき償還決算を
行い、償還価額が決定いたしました。
　ここに設定日から償還までの運用経過をご報
告いたしますとともに、ご愛顧に対し、厚く御礼
申し上げます。

○�交付運用報告書は、運用報告書に記載すべき事項のう
ち重要なものを記載した書面です。その他の内容につ
いては、運用報告書（全体版）に記載しております。

○�当ファンドは、投資信託約款において運用報告書（全
体版）に記載すべき事項を、電磁的方法によりご提供
することができる旨を定めております。運用報告書（全
体版）は、野村アセットマネジメントのホームページ
で閲覧・ダウンロードしていただけます。

○�運用報告書（全体版）は、受益者の方からのご請求に
より交付されます。交付をご請求される方は、販売会
社までお問い合わせください。

＜運用報告書（全体版）の閲覧・ダウンロード方法＞
右記ホームページを開く
⇒「ファンド検索」にファンド名を入力しファンドを選択
⇒ファンド詳細ページから「運用報告書（全体版）」を選択

東京都中央区日本橋1－12－1

サポートダイヤル　0120－753104
〈受付時間〉営業日の午前9時～午後5時

ホームページ　http://www.nomura-am.co.jp/
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野村ブル・ベア セレクト５（円安豪ドル高トレンド５）

運用経過
期中の基準価額等の推移

○基準価額の主な変動要因

期　　　首：12,192円
期末（償還日）：13,996円35銭（既払分配金（税込み）：－円）
騰　落　率：	 14.8%	 （分配金再投資ベース）

（注）	 �分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマンス
を示すものです。作成期首（2014年１月16日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。

（注）	 �分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なり、また、ファンドの購入価額により課税条件も異なりますので、
お客様の損益の状況を示すものではありません。

（注）	 �上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。

（2014年１月17日～2015年１月16日）

　基準価額は、期首12,192円から償還価額13,996.35円に1,804.35円の値上がりとなりました。
　日銀が追加金融緩和を決定したことなどから豪ドルが対円で上昇（円安）し、基準価額は上昇しました。
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野村ブル・ベア セレクト５（円安豪ドル高トレンド５）

項　　　　　目
当　　　期

項目の概要
金　　額 比　　率

円 ％
（a）信託報酬

（投信会社）

（販売会社）

（受託会社）

146
（53）

（86）

（7）

1.102
（0.401）

（0.647）

（0.054）

（a）	信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率
ファンドの運用とそれに伴う調査、受託会社への指図、
法定書面等の作成、基準価額の算出等
購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口
座内でのファンドの管理および事務手続き等
ファンドの財産の保管・管理、委託会社からの指図の
実行等

（b）その他費用

（監査費用）

0

（0）

0.003

（0.003）

（b）	 �その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益
権口数

監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係
る費用

合　　　　　計 146 1.105
期中の平均基準価額は、13,288円です。

（注）	 �期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果です。
（注）	 �各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。
（注）	 �各比率は１口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに小数第３

位未満は四捨五入してあります。

１口当たりの費用明細 （2014年１月17日～2015年１月16日）
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野村ブル・ベア セレクト５（円安豪ドル高トレンド５）

2012年２月29日
設定日

2013年１月16日
決算日

2014年１月16日
決算日

2015年１月16日
償還日

基準価額 （円） 10,000 12,045 12,192 13,996.35
期間分配金合計（税込み） （円） － 0 0 0
分配金再投資基準価額騰落率 （％） － 20.5 1.2 14.8
純資産総額 （百万円） 50 224 421 72
（注）	 �上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。
（注）	 �純資産総額の単位未満は切捨てて表示しております。
（注）	 �騰落率は１年前の決算応当日との比較です。ただし、設定日の基準価額は設定当初の金額、純資産総額は設定当初の元本額を表示しており、

2013年１月16日の騰落率は設定当初との比較です。
（注）	 �当ファンドは日々の基準価額の値動きが円から見た豪ドルの日々の値動きの概ね２倍程度となることを目指して運用を行うため、ベンチマー

ク等はありません。

最近５年間の基準価額等の推移 （2010年１月18日～2015年１月16日）

（注）	 �分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマンス
を示すものです。

（注）	 �分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なり、また、ファンドの購入価額により課税条件も異なりますので、
お客様の損益の状況を示すものではありません。

（注）	 �当ファンドの設定日は2012年２月29日です。
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野村ブル・ベア セレクト５（円安豪ドル高トレンド５）

投資環境 （2014年１月17日～2015年１月16日）

（2014年１月17日～2015年１月16日）当ファンドのポートフォリオ
　国内の短期公社債を組み入れると共に、選択権付き為替予約取引を活用し、純資産総額に対する実質
的な為替予約額の比率を200％程度に維持してまいりました。

　堅調な豪州経済や10月末からは日銀が追加金融緩和を決定したことなどから豪ドルが対円で上昇（円
安）しました。12月からは商品相場の下落を受けて豪ドルが対円で下落（円高）しました。

　当ファンドは日々の基準価額の値動きが
円から見た豪ドルの日々の値動きの概ね２
倍程度となることを目指して運用を行うた
め、ベンチマーク等はありません。
　グラフは、期中の基準価額騰落率です。

当ファンドのベンチマークとの差異 （2014年１月17日～2015年１月16日）

　償還のため分配は行いませんでした。

（注）	 �基準価額の騰落率は分配金込みです。
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野村ブル・ベア セレクト５（円安豪ドル高トレンド５）

設定来の運用経過

　第１期は、欧州債務懸念の緩和を受けて投資家のリスク回避姿勢が弱まり、相対的に安全な通貨とし
ての円需要が減少したことなどや、政権交代後の日本政府が日銀に対する金融緩和圧力を強めたことな
どを背景に、豪ドルが対円で上昇（円安）したことで堅調に推移しました。

　第２期は、日銀による「量的・質的金融緩和」が導入されたことなどや、オーストラリアの政策金利
が据え置かれるとともに利下げ余地への言及がなかったことなどを背景に、豪ドルが対円で上昇（円安）
し、基準価額は上昇しました。

　第３期は、堅調な豪州経済や10月末からは日銀が追加金融緩和を決定したことなどから豪ドルが対円
で上昇（円安）し、基準価額は上昇しました。12月からは商品相場の下落を受けて豪ドルが対円で下落
（円高）しましたが、期を通すと基準価額は上昇しました。
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野村ブル・ベア セレクト５（円安豪ドル高トレンド５）

商 品 分 類 追加型投信／海外／その他資産（通貨）／特殊型（ブル・ベア型）

信 託 期 間 2012年２月29日から2015年１月16日までです。

運 用 方 針
選択権付き為替予約取引を積極的に活用し、日々の基準価額の値動きが円から見た豪ドルの日々の値動きの
概ね２倍程度となる投資成果を目指して運用を行います。

主 要 投 資 対 象 円建ての短期公社債等の短期有価証券を主要投資対象とし、選択権付き為替予約取引を利用します。

運 用 方 法
円建ての短期公社債等の短期有価証券を主要投資対象とし、選択権付き為替予約取引を利用します。日々の
基準価額の値動きが円から見た豪ドルの日々の値動きの概ね２倍程度となる投資成果を目指して運用を行い
ます。

分 配 方 針
毎決算時に原則として利子・配当等収益等を中心に基準価額水準等を勘案して分配します。留保益の運用に
ついては、特に制限を設けず、元本部分と同一の運用を行います。

お知らせ

当ファンドの概要

①運用報告書（全体版）について電磁的方法により提供する所要の約款変更を行いました。
＜変更適用日：2014年12月1日＞

②書面決議の要件緩和等に関する所要の約款変更を行いました。
＜変更適用日：2014年12月1日＞

③�書面決議に反対した受益者が受託者に対して行う受益権の買取請求を不適用とする所要の約款変更を
行いました。

＜変更適用日：2014年12月1日＞
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野村ブル・ベア セレクト５（円安豪ドル高トレンド５）

（参考情報）

○当ファンドと代表的な資産クラスとの騰落率の比較

（注）	 �全ての資産クラスが当ファンドの投資対象とは限りません。
（注）	 �2010年１月から2014年12月の５年間（当ファンドは2013年２月から2014年12月）の各月末における１年間の騰落率の最大値・最

小値・平均値を表示したものです。
（注）	 �決算日に対応した数値とは異なります。
（注）	 �当ファンドは分配金再投資基準価額の騰落率です。

（単位：％）

当ファンド 日本株 先進国株 新興国株 日本国債 先進国債 新興国債
最大値 68.2 65.0 65.7 82.4 4.5 34.9 43.7
最小値 △9.5 △17.0 △13.6 △22.8 0.4 △12.7 △10.1
平均値 19.5 12.3 20.2 13.7 2.3 7.5 10.0

※各指数についての説明は、P９の「代表的な資産クラスとの騰落率の比較に用いた指数について」をご参照ください。

（注）海外の指数は、為替ヘッジなしによる投資を想定して、円換算しております。

《代表的な資産クラスの指数》
日 本 株：東証株価指数（TOPIX）（配当込み）
先進国株：MSCI-KOKUSAI 指数（配当込み、円ベース）
新興国株：MSCIエマージング・マーケット・インデックス（配当込み、円ベース）
日本国債：NOMURA-BPI国債
先進国債：シティ世界国債インデックス（除く日本、ヘッジなし・円ベース）
新興国債：JPモルガン・ガバメント・ボンド・インデックス－エマージング・マーケッツ・グローバル・ディバーシファイド（円ベース）
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野村ブル・ベア セレクト５（円安豪ドル高トレンド５）

　2015年１月16日現在、有価証券等の組入れはございません。

当ファンドのデータ
組入資産の内容 （2015年１月16日現在）

信 託 期 間
投資信託契約締結日 2012年２月29日 投資信託契約終了時の状況
投資信託契約終了日 2015年１月16日 資 産 総 額 83,862,690円

区 分 投資信託契約
締結当初

投資信託契約
終了時

差引増減または
追加信託

負 債 総 額 11,571,558円
純 資 産 総 額 72,291,132円

受 益 権 口 数 5,000口 5,165口 165口 受 益 権 口 数 5,165口
元  本  額 50,000,000円 51,650,000円 1,650,000円 １口当たり償還金 13,996円35銭
毎計算期末の状況

計  算  期 元  本  額 純 資 産 総 額 基 準 価 額
１口当たり分配金

金  額 分  配  率
第 １ 期 186,040,000円 224,093,685円 12,045円 0円 0.00％
第 ２ 期 345,970,000 421,816,502 12,192 0 0.00

投資信託財産運用総括表

010_3846153632703.indd   8 2015/02/25   11:42:32



9

野村ブル・ベア セレクト５（円安豪ドル高トレンド５）

   東証株価指数（TOPIX）（配当込み）
東証株価指数（TOPIX）（配当込み）は、株式会社東京証券取引所（㈱東京証券取引所）の知的財産であり、指数の算出、指数値
の公表、利用など同指数に関するすべての権利は、㈱東京証券取引所が有しています。なお、本商品は、㈱東京証券取引所により
提供、保証又は販売されるものではなく、㈱東京証券取引所は、ファンドの発行又は売買に起因するいかなる損害に対しても、責
任を有しません。

   MSCI-KOKUSAI指数（配当込み、円ベース）
   MSCIエマージング・マーケット・インデックス（配当込み、円ベース）
MSCI-KOKUSAI指数（配当込み、円ベース）、MSCIエマージング・マーケット・インデックス（配当込み、円ベース）は、
MSCIが開発した指数です。同指数に対する著作権、知的所有権その他一切の権利はMSCIに帰属します。またMSCIは、同指数の
内容を変更する権利および公表を停止する権利を有しています。

   NOMURA-BPI国債
NOMURA-BPI国債の知的財産権は、野村證券株式会社に帰属します。なお、野村證券株式会社は、NOMURA-BPI国債の正確性、
完全性、信頼性、有用性を保証するものではなく、NOMURA-BPI国債を用いて行われる野村アセットマネジメント株式会社の事
業活動、サービスに関し一切責任を負いません。

   シティ世界国債インデックス（除く日本、ヘッジなし・円ベース）
「シティ世界国債インデックス（除く日本、ヘッジなし・円ベース）」は、Citigroup Index LLCが開発した日本を除く世界主要国
の国債の総合投資収益を各市場の時価総額で加重平均した債券インデックスで、Citigroup Index LLCの知的財産であり、指数に
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＜代表的な資産クラスとの騰落率の比較に用いた指数について＞
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